
 
 
 
 
 

昨年 12 月に実施しました「今後の移転先と住まいに関する意向調査」について、中間段

階の集計結果がでましたのでお知らせします。 
調査対象は、５世帯以上が津波被害を受けた集落に居住していた 4,315 世帯で、平成 24

年 1 月 12 日現在で回答世帯数は 2,873 世帯（回収率 66.6％）です。 
このうち被災世帯（津波被害半壊以上 3,096世帯）の回収数は 2,258世帯（回収率 72.9%） 

となっています。 
全体の約 15.0％が「被災していない」としており、17.7％が「被災したが町外に移転予

定」、約 22.7％が「町が整備する高台に移転予定」、約 19.2％が「災害公営住宅に入居予定」、

約 25.4％が「町が整備する高台へは移転しない」又は「わからない」としています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※この意向調査は、被災者の方々の将来の生活基盤づくりにつながる非常に重要な調査ですので、まだ

回答されていない方はぜひともご回答をお寄せください。 

※なお、この意向調査の結果は、あくまでも概数を把握するためのものですが、移転意向等が変更にな

った方は、町担当までお知らせください。 

※この意向調査の最終結果は、後日改めてお知らせいたします。 

※まだ回答のお済でない方には、1 月 20 日までに送付していただくハガキを送っています。 

※検討中と回答した方については、今後個別に聞き取り調査を実施いたします。 

（担当：復興事業推進課 TEL：0226-46-1379） 
 

 

『今後の移転先と住まいに関する意向調査』の

中間集計結果について 

・（ ）内の数字は回収票数。   ・入谷地区は志津川に含んでいます。 
・複数回答を含むので、回収票数の合計は回答世帯数と一致しません。 


